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Summary
In this paper, I have will discuss and clarify the differences found in the 
basic understanding between Tʼan-luan and Daochuo with regard to the 
teachings on the Budda-body and the Buddha-land. With regard to these 
teachings, Tʼan-luan discussed “Amidaʼs Pure Land” from the perspective 
of the Bodhisattvas and “those aspiring to be born” from the perspective 
of their being embraced in the Great Compassion of Amida’s Pure Land. 
On the other hand, Daochuo discussed them from the perspective of 
Amitābhaʼs Buddha, thereby revealing the principles of practices involved 
with oneʼs “birth in the pure land”（Ōjō Jōdo）．These differences mean 
that T’an-luan revealed teachings for the Pure Land aspirants who 
are already embraced in Amitābhaʼs great compassion, while Daochuo 
revealed teachings for the Pure Land aspirants who are not yet embraced 
by Amitābhaʼs great compassion. 

曇鸞・道綽における仏身仏土の思想構造（下）
─弥陀浄土説から弥陀主格説へ─

田　中　無　量
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曇
鸞
・
道
綽
に
お
け
る
仏
身
仏
土
の
思
想
構
造
（
下
）

─
弥
陀
浄
土
説
か
ら
弥
陀
主
格
説
へ
─

田　

中　

無　

量

　
　
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
願
生
往
生
／
弥
陀
身
土
／
三
身
三
土
／
救
済
論
／
修
道
論

序　

論

　

親
鸞
は
、
主
著
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
の
「
正
信
偈
」
や
『
高
僧
和
讃
』
に
お
い
て
、
七
人
の
高
僧
、
い
わ
ゆ
る
「
真

宗
七
祖
」
を
讃
え
て
お
り
、
彼
ら
の
思
想
は
親
鸞
浄
土
教
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
え
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
浄
土

教
と
は
、
阿
弥
陀
仏
（
仏
身
）
の
浄
土
（
仏
土
）
に
往
生
す
る
こ
と
を
説
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
浄
土
教
者
に
と
っ
て
仏
身
仏
土

論
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
真
宗
七
祖
の
う
ち
、
第
三
祖
曇
鸞
（
四
七
六
〜
五
四
二
）
と
第
四
祖
道
綽

（
五
六
二
〜
六
四
五
）
の
仏
身
仏
土
の
思
想
構
造
に
つ
い
て
論
考
し
た
い
。
こ
の
曇
鸞
と
道
綽
に
注
目
す
る
理
由
は
、
曇
鸞
の
主

著
『
往
生
論
註
』（
以
下
、『
論
註
』
と
略
称
す
る
。）
や
道
綽
撰
『
安
楽
集
』
に
は
、
親
鸞
に
お
い
て
も
語
ら
れ
る
二
身
説
・
三
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身
説
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
親
鸞
の
仏
身
仏
土
論
に
影
響
を
与
え
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
て
曇
鸞
は
北
朝
時
代
に
生
ま
れ
、
羅
什
門
下
で
「
解
空
第
一
」
と
称
さ
れ
た
僧
肇
の
般
若
学
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
世
親

の
『
浄
土
論
』（
以
下
、『
論
』
と
略
称
す
る
。）
を
註
釈
し
、『
論
註
』
を
著
し
て
い
る
。
筆
者
は
『
論
註
』
の
思
想
構
造
に
つ
い

て
北
朝
仏
教
を
背
景
に
研
究
し
て
き
た（

（
（

が
、
そ
の
結
果
、
筆
者
の
『
論
註
』
理
解
は
、
従
来
と
は
異
な
る
視
点
を
持
つ
の
で
、
最

初
に
そ
の
こ
と
を
示
し
た
い
。
従
来
、
曇
鸞
研
究
は
、
龍
樹
の
二
諦
説
を
、
原
理
的
な
側
面
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
「
約
理
の

二
諦
」
の
立
場
に
基
づ
い
て
解
釈
す
る
。
こ
の
「
約
理
の
二
諦
」
と
は
、
俗
な
る
領
域
（
世
俗
諦
）
と
聖
な
る
領
域
（
第
一
義

諦
）
を
、
明
確
に
区
別
す
る
二
諦
説
で
あ
る
。
従
来
の
『
論
註
』
研
究
に
み
ら
れ
る
思
想
構
造
は
、

　
　
⒜
真
諦
・
般
若
・
第
一
義
諦
・
法
性
法
身
・
略
　
→
　
法
（
法
性
）

　
　
⒝
俗
諦
・
方
便
・
妙
境
界
相
・
方
便
法
身
・
広
　
→
　
名
（
名
号
）

の
二
種
に
配
当
し
て
理
解
で
き
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
こ
の
曇
鸞
解
釈
の
立
場
は
、

　
　
約
理
の
二
諦
　
　
　
　
曇
鸞
の
思
想
（
従
来
の
研
究
に
よ
る
）

　
　
⒜
真
諦
・
般
若
　
→
　
般
若
・
真
諦
・
第
一
義
諦
・
法
性
法
身
・
略
　
→
　
法
（
法
性
）

　
　
⒝
俗
諦
・
方
便
　
→
　
方
便
・
俗
諦
・
妙
境
界
相
・
方
便
法
身
・
広
　
→
　
名
（
名
号
）

と
す
る
立
場
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
曇
鸞
が
『
論
註
』
の
思
想
的
基
盤
に
置
い
た
も
の
は
、
僧
肇
の
空
思
想
で
あ
ろ

う
。
僧
肇
は
、
龍
樹
造
羅
什
訳
青
目
釈
『
中
論
』（
以
下
、
羅
什
訳
『
中
論
』
と
す
る
）
に
語
ら
れ
る
「
諸
仏
が
二
諦
に
よ
っ
て
、

衆
生
の
為
に
法
を
説
く
」
と
あ
る
二
諦
説
を
継
承
し
て
い
く
。
龍
樹
は
、
こ
こ
で
教
説
に
お
い
て
二
種
の
真
理
（
二
諦
）
を
立

て
、
そ
の
言
説
（
教
説
の
二
諦
）
を
超
え
る
真
実
を
明
か
し
て
い
よ
う
。
こ
れ
は
約
教
の
二
諦
、
つ
ま
り
教
説
・
言
説
に
お
け
る

二
諦
で
あ
る
。
そ
し
て
僧
肇
は
、
こ
の
教
説
・
言
説
に
お
け
る
二
諦
（
約
教
の
二
諦
）
を
継
承
し
、
⒜
「
第
一
真
諦
」（
無
相
真

諦
）
を
真
実
と
し
て
、
⒝
①
「
名
教
真
諦
」（
言
教
真
諦
）
と
⒝
②
「
名
教
俗
諦
」（
言
教
俗
諦
）
を
明
か
し
て
い
く
。
そ
し
て
曇

−27−



鸞
も
、『
論
』
所
説
の
「
第
一
義
諦
」
の
解
釈
に
お
い
て
、「
諦
」
＝
「
境
」（
対
象
・
相
）
と
示
し
、「
第
一
義
諦
」
自
体
を
「
境

界
」
と
し
て
明
か
す
だ
け
で
な
く
、『
論
』
所
説
の
「
智
慧
」
を
、
単
に
「
般
若
」
の
み
に
解
釈
せ
ず
に
、「
智
」
と
「
慧
」
に
あ

え
て
分
釈
し
、「「
般
若
」
と
い
ふ
は
、
如
に
達
す
る
慧
の
名
な
り
。「
方
便
」
と
い
ふ
は
、
権
に
通
ず
る
智
の
称
な
り
。」（『
浄
土

真
宗
聖
典
七
祖
篇
（
註
釈
版
）』〔
以
下
『
註
釈
版
七
祖
』
と
称
す
〕
一
四
七
頁
。
原
漢
文
、
以
下
同
。）
と
語
る
こ
と
で
、「
智
」

を
「
方
便
」
に
、「
慧
」
を
「
般
若
」
に
配
釈
す
る
。
つ
ま
り
曇
鸞
は
、
世
親
『
論
』
所
説
の
「
智
慧
」
と
「
第
一
義
諦
」
の
概

念
を
、「
方
便
」（
相
・
対
象
）
の
内
に
摂
め
て
再
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
再
解
釈
に
よ
り
、
曇
鸞
は
、
世
親
で
は
「
智

慧
」（
般
若
・
第
一
義
諦
）
と
「
方
便
」（
世
俗
諦
）
の
二
種
の
構
造
か
ら
、「
般
若
」（
慧
）・「
智
慧
」（
第
一
義
諦
）・「
方
便
」（
智
）

の
三
種
の
構
造
を
創
出
し
て
い
く
。
こ
の
思
想
構
造
は
、
曇
鸞
が
研
鑽
し
た
と
考
え
ら
れ
る
北
朝
仏
教
の
僧
肇
に
、
す
で
に
み
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
僧
肇
か
ら
曇
鸞
へ
の
思
想
構
造
の
展
開
を
整
理
す
れ
ば
、

　
　
僧
肇
の
思
想
構
造
（
約
教
の
二
諦
）  

曇
鸞
の
思
想
構
造
（
筆
者
の
立
場
）

　
　
⒜
　
「
第
一
真
諦
」（
無
相
真
諦
） 
→
　 

「
般
若
（
慧
）」（
実
相
・
無
相
）

　
　
⒝
①
「
名
教
真
諦
」（
言
教
真
諦
）  
→
　 
「
智
（
方
便
）
慧
（
般
若
）」（
第
一
義
諦
・
無
相
即
相
）

　
　
⒝
②
「
名
教
俗
諦
」（
言
教
俗
諦
）  

→
　 
「
方
便
（
智
）」（
諦
・
有
相
）

と
な
る
。
こ
の
思
想
構
造
が
、
曇
鸞
の
仏
身
仏
土
論
を
構
築
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
約
理
と
約
教
の
二
諦
を
、
⒜
「
真

実
」（
言
説
・
観
念
の
超
克
と
な
る
名
教
外
）
と
⒝
「
方
便
」（
言
説
・
観
念
の
内
と
な
る
名
教
内
）
の
領
域
に
分
け
て
図
示
す
れ

ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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図
１　

約
理
と
約
教
の
二
諦

　  　
こ
れ
に
基
づ
き
、
以
下
の
論
考
に
お
い
て
も
、
各
概
念
を
⒜
「
真
実
」・
⒝
「
方
便
」
だ
け
で
な
く
、
⒝
①
「
名
教
の
真
諦
」・

⒝
②
「
名
教
の
俗
諦
」
の
四
種
の
グ
ル
ー
プ
に
配
当
し
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

　
筆
者
は
、
す
で
に
、
曇
鸞
・
道
綽
に
お
け
る
仏
身
仏
土
論
の
構
造
に
つ
い
て
拙
稿（

2
（

に
論
考
し
た
。
そ
の
論
考
の
な
か
で
、
曇
鸞

と
道
綽
に
お
け
る
二
種
法
身
説
・
広
略
相
入
の
論
理
の
相
違
を
指
摘
し
て
い
る
。
当
稿
で
は
、
道
綽
の
特
徴
と
な
る
菩
提
心
論
や

行
道
論
に
お
い
て
も
仏
身
仏
土
論
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
注
目
し
て
い
く
。
そ
れ
に
よ
り
、
曇
鸞
が
「
弥
陀
浄
土
」
に
お
け
る

《
⒜
真
実
》
　（言
説
・
観
念
の
超
克
〈
名
教
外
〉）

《
⒝
方
便
》
　（言
説
・
観
念
の
内
〈
名
教
内
〉）

約
教
の
二
諦

約
理
の
二
諦

⒜
真
実
・
無
相
真
諦

　第
一
真
諦

⒜
真
実
・
第
一
義
諦

⒝
方
便
・
世
俗
諦

⒝
①
名
教
の
真
諦

⒝
②
名
教
の
俗
諦

−29−



仏
・
菩
薩
の
仏
身
仏
土
を
論
の
中
心
に
据
え
て
明
か
し
て
い
く
の
に
対
し
、
道
綽
が
主
に
「
弥
陀
主
格
」
と
し
て
の
仏
身
仏
土
論

を
展
開
し
て
い
る
と
い
う
相
違
に
行
き
着
く
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、「
曇
鸞
・
道
綽
の
仏
身
仏
土
の
思
想
構
造
（
下
）
│
弥
陀
浄

土
説
か
ら
弥
陀
主
格
説
へ
│
」
と
題
し
、
曇
鸞
と
道
綽
に
お
い
て
仏
身
仏
土
の
構
造
が
相
違
す
る
意
図
を
、
曇
鸞
・
道
綽
の
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
明
か
し
て
い
き
た
い
。

一　

曇
鸞
・
道
綽
に
お
け
る
二
種
法
身
説
・
広
略
相
入
論
の
相
違

　
先
の
拙
稿
に
論
じ
た
と
お
り
、
従
来
の
研
究
で
は
、
曇
鸞
・
道
綽
の
仏
身
仏
土
論
の
思
想
構
造
は
、
と
も
に
⒜
「
般
若
・
法
性

法
身
・
略
」
と
⒝
「
方
便
・
方
便
法
身
・
広
」
の
二
種
に
分
類
し
て
理
解
で
き
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
曇
鸞
『
論

註
』
巻
下
・
浄
入
願
心
に
語
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
二
種
法
身
説
・
広
略
相
入
の
論
理（

（
（

を
援
用
し
、
道
綽
が
『
安
楽
集
』「
巻
上
・

第
一
大
門
・
三
界
摂
不
」
に
「
た
だ
諸
仏
・
菩
薩
に
二
種
の
法
身
ま
し
ま
す
。
一
に
は
法
性
法
身
、
二
に
は
方
便
法
身
な
り
。
法

性
法
身
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
方
便
法
身
を
生
ず
。
方
便
法
身
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
法
性
法
身
を
顕
出
す
。
こ
の
二
種
の
法
身
は
異
に
し

て
分
つ
べ
か
ら
ず
。
一
に
し
て
同
ず
べ
か
ら
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
広
略
相
入
す
。
菩
薩
も
し
広
略
相
入
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
す
な
は
ち

自
利
利
他
す
る
こ
と
あ
た
は
ざ
る
な
り
。」（
同
前
・
一
九
九
〜
二
〇
〇
頁
）
と
語
る
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
筆
者
は
、
曇
鸞

と
道
綽
と
で
は
「
二
諦
」
に
対
す
る
理
解
が
相
違
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
二
種
に
配
当
す
る
理
解
は
、
曇
鸞
で
は
な
く
、

道
綽
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
ま
ず
曇
鸞
の
場
合
、「
智
」
と
「
慧
」
の
分
釈（

（
（

や
「
第
一
義
諦
」
の
解
釈（

5
（

に
よ
り
、
約
教
の
二
諦
の
立
場
に
た
ち
、「
法
性
法

身
」
＝
「
略
」（
⒝
①
無
相
即
相
）
で
は
な
く
、「
法
身
」
＝
「
略
」（
⒝
①
無
相
即
相
）
を
説
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
略
・
法

−（（− −（0−



身
」（
⒝
①
無
相
即
相
）
の
内
に
、
二
種
法
身
、
つ
ま
り
「
法
性
の
法
身
」
と
「
方
便
の
法
身
」
の
由
生
由
出
・
不
一
不
異
（
相

即
）
の
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
曇
鸞
は
、
⒜
「
法
性
」・
⒝
①
「
法
身
・
略
」・
⒝
②
「
方
便
・
広
」
の
三
種
の
概

念
に
配
当
し
て
い
く
。
こ
れ
が
、
曇
鸞
に
お
け
る
浄
土
の
諸
仏
・
菩
薩
の
二
種
法
身
・
広
略
相
入
の
論
理
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し

道
綽
は
、
曇
鸞
の
約
教
の
二
諦
の
説
示
箇
所
を
全
く
引
用
せ
ず（

6
（

、
曇
鸞
と
異
な
り
、
約
理
の
二
諦
の
立
場
に
立
つ
こ
と
で
、「
法

性
法
身
＝
略
」「
方
便
法
身
＝
広
」
の
二
種
法
身
説
・
広
略
相
入
の
論
理
を
示
し
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
曇
鸞
の
二
種
法
身
説
・

広
略
相
入
の
論
理
を
、
道
綽
が
そ
の
ま
ま
受
容
し
た
の
で
は
な
く
、
二
種
に
配
当
し
て
理
解
で
き
る
二
種
法
身
・
広
略
相
入
の
論

理
と
し
て
新
た
に
受
容
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
の
二
種
に
分
類
す
る
理
解
は
、
曇
鸞
の
も
の
で
は
な
く
、
道

綽
独
自
の
論
理
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
相
違
は
、
⒝
②
「
有
相
」（
曇
鸞
に
お
け
る
「
広
」、
道
綽
に
お
け
る
「
化
」）
の
概

念
に
対
し
、
曇
鸞
は
「
浄
土
」
に
包
摂
し
て
い
く
が
、
道
綽
は
「
穢
土
」
と
す
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る（

7
（

。

　
ま
た
、
曇
鸞
は
弥
陀
浄
土
の
「
諸
仏
菩
薩
」
の
仏
身
仏
土
論
を
展
開
し
て
い
く
の
に
対
し
、
道
綽
は
「
弥
陀
主
格
」
の
仏
身
仏

土
論
に
よ
り
、
報
身
報
土
を
明
か
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
約
時
被
機
の
立
場
か
ら
、
道
綽
は
機
感
の
不
同
を
述
べ
、
上
輩
生
の
無

相
即
相
土
の
往
生
と
、
凡
夫
の
力
微
な
る
相
善
に
よ
る
相
土
往
生
と
を
明
か
し
、
凡
聖
通
往
の
論
理
を
語
っ
て
い
く
。
弥
陀
身
土

を
主
格
と
し
て
論
ず
れ
ば
、
常
に
報
身
報
土
と
い
え
る
が
、
往
生
者
の
機
根
の
相
違
に
よ
っ
て
は
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま

り
、
上
輩
生
と
は
異
な
り
、
凡
夫
に
お
い
て
は
相
土
に
生
じ
て
も
な
お
、「
報
」
と
も
「
化
」
と
も
み
る
可
能
性
が
あ
り
一
定
し

な
い
。
ま
さ
し
く
、
道
綽
は
約
時
被
機
の
立
場
か
ら
凡
聖
通
往
を
明
か
し
、
な
お
か
つ
、
弥
陀
主
格
報
身
報
土
説
を
示
し
て
い
く

の
で
あ
る
。

　
右
の
ご
と
く
、
曇
鸞
と
道
綽
に
お
け
る
仏
身
仏
土
の
相
違
は
、
曇
鸞
が
浄
土
に
お
け
る
「
諸
仏
菩
薩
」
の
論
理
を
語
る
の
に
対

し
、
道
綽
は
約
時
被
機
の
立
場
か
ら
「
弥
陀
主
格
」
の
論
理
を
説
示
す
る
こ
と
に
あ
る
。
道
綽
は
、
こ
の
立
場
に
立
つ
こ
と
で
、

往
生
者
が
穢
土
か
ら
弥
陀
浄
土
に
往
生
し
証
果
を
得
る
ま
で
の
修
道
論
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
道
綽
は
、
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菩
提
心
論
・
行
道
論
に
つ
い
て
も
、
三
身
三
土
義
を
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。
本
稿
に
論
じ
た
い
。

　
そ
し
て
道
綽
は
、
先
に
い
う
二
種
法
身
説
・
広
略
相
入
の
論
理
を
根
拠
に
、
浄
土
と
は
「
相
土
」
に
該
通
す
る
も
の
で
あ
る

と
し
、
凡
聖
と
も
に
「
相
土
」
に
通
往
す
る
こ
と
を
明
か
す（

8
（

。
上
輩
生
の
場
合
、
体
の
無
相
離
念
を
知
り
、
縁
の
な
か
に
往
く

も
の
と
し
、
こ
こ
に
「
無
相
即
相
土
」
の
往
生
を
明
か
す
こ
と
で
、
生
・
無
生
を
知
っ
て
「
二
諦
」（
約
理
）
に
異
な
ら
な
い
行

者
（
上
輩
生
）
の
往
生
を
説
く
。
そ
の
一
方
で
、
機
感
の
不
同
を
問
い
、
凡
夫
・
衆
生
に
お
い
て
は
、
力
微
な
る
相
善
に
よ
る
相

土
往
生
を
明
か
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、「
報
（
と
）
化
の
仏
を
覩
る（

9
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
化
身
・
化
仏
（
有
相
）
と
み
る
可
能
性
も

あ
る
か
ら
、「
報
土
」
と
正
し
く
了
解
す
る
た
め
に
は
、
修
道
が
必
要
と
な
っ
て
い
く
。
こ
こ
に
、
修
道
法
の
必
要
性
が
生
ま
れ
、

悟
り
に
至
る
た
め
の
行
道
が
重
要
な
意
義
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
上
輩
生
に
と
っ
て
は
、
常
に
、
弥
陀
浄
土
は
無

相
即
相
土
の
報
身
報
土
で
あ
る
が
、「
滅
空
の
所
収
に
堕
す（

（1
（

」
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
⒜
「
無
相
」
で
は
な
く
、
必
ず
「
二
諦
」

（
二
縁
）
に
順
じ
て
⒝
①
「
無
相
（
第
一
義
諦
）
即
相
（
世
俗
諦
）」
の
「
相
土
」
に
生
じ
な
け
れ
ば
証
果
は
得
ら
れ
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
浄
土
は
「
相
土
」
に
該
通
し
、
凡
聖
と
も
に
往
生
す
る
こ
と
を
誤
謬
し
な
い
の
で
あ
る（

（（
（

。

　
先
述
の
ご
と
く
、
曇
鸞
は
約
教
の
二
諦
に
基
づ
き
弥
陀
浄
土
の
「
諸
仏
菩
薩
」
の
仏
身
仏
土
論
を
語
る
の
に
対
し
、
道
綽
は
約

理
の
二
諦
に
基
づ
き
「
弥
陀
」
主
格
の
三
身
三
土
義
を
説
示
す
る
。
こ
の
相
違
に
は
、
思
想
背
景
が
考
え
ら
れ
る
。
曇
鸞
は
、
僧

肇
を
背
景
と
す
る
が
、
道
綽
は
、
天
台
智

・
浄
影
寺
慧
遠
ら
に
お
い
て
約
理
の
二
諦
説
が
台
頭
し
た
こ
と（

（1
（

を
受
け
て
、
約
理
の

二
諦
説
に
基
づ
く
仏
身
仏
土
論
を
展
開
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
道
綽
の
場
合
、
聖
道
諸
師
の
弥
陀
応
身
応
土
説
に
対
し
て
論

駁
を
加
え
、
弥
陀
報
身
報
土
説
を
主
張
す
る（

（1
（

必
要
が
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
す
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
約
理
の
「
二
諦
」
を
根
拠
と

す
る
こ
と
で
、
⒜
「
第
一
義
諦
」
＝
「
法
身
」（
法
性
法
身
）・
⒝
「
世
俗
諦
」
＝
「
報
身
」（
方
便
法
身
）
と
対
応
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
、
し
か
も
、「
真
理
」
に
つ
い
て
い
う
、
約
理
の
二
諦
に
基
づ
く
こ
と
で
、
弥
陀
主
格
の
報
身
報
土
説
を
明
か
す
こ
と
が
で

き
る
か
ら
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、
こ
の
曇
鸞
か
ら
道
綽
へ
の
思
想
展
開
は
、
道
綽
自
身
が
、
弥
陀
浄
土
の
菩
薩
と
穢
土
の
衆
生
と
を
有
的
に
区
別
し
、

穢
土
か
ら
弥
陀
浄
土
に
往
生
し
て
い
く
、
往
生
者
の
修
道
論
を
明
か
そ
う
と
す
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ゆ
え
に
道
綽

は
、
往
生
者
の
菩
提
心
論
・
行
道
論
に
お
い
て
も
仏
身
仏
土
を
語
り
、
三
身
三
土
義
を
展
開
し
て
い
く
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
以
下

に
論
じ
て
み
た
い（

（1
（

。

二　

道
綽
の
菩
提
心
論
に
み
る
三
身
三
土
義

　
道
綽
は
、『
安
楽
集
』「
巻
上
・
第
二
大
門
・
菩
提
心
義
」
に
、

初
め
の
発
菩
提
心
に
つ
き
て
、
う
ち
に
四
番
あ
り
。
一
に
は
菩
提
心
の
功
用
を
出
し
、
二
に
は
菩
提
の
名
体
を
出
し
、
三
に

は
発
心
異
な
る
こ
と
あ
る
こ
と
を
顕
し
、
四
に
は
問
答
解
釈
す
。（『
註
釈
版
七
祖
』
二
〇
二
頁
）

と
述
べ
る
。
そ
し
て
「
菩
提
心
」
の
功
用
に
つ
い
て
、

第
一
に
菩
提
心
の
功
用
を
出
す
と
は
、『
大
経
』
に
の
た
ま
は
く
、「
お
ほ
よ
そ
浄
土
に
往
生
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
か
な
ら
ず
す

べ
か
ら
く
菩
提
心
を
発
す
を
源
と
な
す
べ
し
」
と
。
い
か
ん
と
な
れ
ば
、「
菩
提
」
と
い
ふ
は
す
な
は
ち
こ
れ
無
上
仏
道
の

名
な
り
。
も
し
心
を
発
し
仏
に
作
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
こ
の
心
広
大
に
し
て
法
界
に
遍
周
せ
り
。
こ
の
心
究
竟
し
て
等
し
き

こ
と
虚
空
の
ご
と
し
。
こ
の
心
長
遠
に
し
て
未
来
際
を
尽
す
。
こ
の
心
あ
ま
ね
く
つ
ぶ
さ
に
二
乗
の
障
を
離
る
。
も
し
よ
く

一
た
び
こ
の
心
を
発
せ
ば
、
無
始
生
死
の
有
輪
を
傾
く
。
あ
ら
ゆ
る
功
徳
を
菩
提
に
回
向
す
れ
ば
、
み
な
よ
く
遠
く
仏
果
に

詣
る
ま
で
失
滅
あ
る
こ
と
な
し
。 

（
同
前
。
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）

と
明
か
し
て
い
く
。
こ
こ
で
道
綽
は
、
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、『
大
経
』
の
意
趣
よ
り
、
浄
土
往
生
の
願
生
心
の
源
と
な
る
の
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は
、「
菩
提
心
」
で
あ
り
、
そ
の
菩
提
心
は
虚
空
（
空
）
で
あ
り
、
法
界
に
遍
満
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。「
菩
提
」
は
無
上
仏

道
の
名
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
そ
の
菩
提
心
を
因
と
し
て
、
往
生
浄
土
の
果
を
得
、
さ
ら
に
は
、
無
始
生
死
の
輪
廻
を
超
え
る

「
仏
果
」
に
至
る
と
示
す
。
す
な
わ
ち
、「
菩
提
心
（
因
）
→
往
生
浄
土
（
果
）
→
無
始
生
死
の
輪
廻
の
超
克
（
仏
果
）」
の
図
式

で
、「
菩
提
心
」
に
よ
る
往
生
浄
土
、
な
ら
び
に
仏
果
獲
得
の
論
理
を
語
っ
て
い
く
。
そ
し
て
次
に
、

第
二
に
菩
提
の
名
体
を
出
す
と
は
、
し
か
る
に
菩
提
に
三
種
あ
り
。
一
に
は
法
身
の
菩
提
、
二
に
は
報
身
の
菩
提
、
三
に
は

化
身
の
菩
提
な
り
。
法
身
の
菩
提
と
い
ふ
は
、
い
は
ゆ
る
真
如
実
相
第
一
義
空
な
り
。
自
性
清
浄
に
し
て
、
体
穢
染
な
し
。

理
、
天
真
に
出
で
て
修
成
を
仮
ら
ざ
る
を
名
づ
け
て
法
身
と
な
す
。
仏
道
の
体
本
を
名
づ
け
て
菩
提
と
い
ふ
。
報
身
の
菩
提

と
い
ふ
は
、
つ
ぶ
さ
に
万
行
を
修
し
て
よ
く
報
仏
の
果
を
感
ず
。
果
の
因
に
酬
ゆ
る
を
も
つ
て
名
づ
け
て
報
身
と
い
ふ
。
円

通
無
礙
な
る
を
名
づ
け
て
菩
提
と
い
ふ
。
化
身
の
菩
提
と
い
ふ
は
、
い
は
く
、
報
よ
り
用
を
起
し
て
、
よ
く
万
機
に
趣
く
を

名
づ
け
て
化
身
と
な
す
。
益
物
円
通
す
る
を
名
づ
け
て
菩
提
と
い
ふ
。

（
同
前
・
二
〇
二
〜
二
〇
三
頁
。
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）

と
述
べ
、「
菩
提
」（
無
上
仏
道
の
名
）
に
つ
い
て
、
そ
の
「
名
称
」
と
「
本
体
」
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
そ
し
て
傍
線

部
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
菩
提
の
名
称
と
本
体
に
つ
い
て
論
じ
る
と
こ
ろ
で
、
三
身
三
土
義
が
語
ら
れ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
法

身
の
菩
提
、
報
身
の
菩
提
、
化
身
の
菩
提
で
あ
る
。
傍
線
部
か
ら
こ
の
三
つ
を
ま
と
め
れ
ば
、

　
①
法
身
の
菩
提
　
→
　
真
如
実
相
第
一
義
空
・
自
性
清
浄

　
②
報
身
の
菩
提
　
→
　
仏
果
が
万
行
の
因
に
報
い
る
報
仏
の
果

　
③
化
身
の
菩
提
　
→
　
報
身
よ
り
用
を
起
こ
す
（
は
た
ら
き
）
あ
ら
ゆ
る
機
根
に
応
じ
る
・
衆
生
利
益

と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
続
い
て
、

第
三
に
発
心
に
異
な
る
こ
と
有
る
こ
と
を
顕
す
と
は
、
今
謂
は
く
、
行
者
因
を
修
し
心
を
発
す
に
其
の
三
種
を
具
せ
り
。
一
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に
は
要
ず
須
く
有
無
本
よ
り
已
来
自
性
清
浄
な
り
と
識
達
す
べ
し
。
二
に
は
万
行
を
縁
修
す
。
八
万
四
千
の
諸
波
羅
蜜
門
等

な
り
。
三
に
は
大
慈
悲
を
本
と
為
し
て
恒
に
運
度
せ
む
と
擬
す
る
を
懐
と
為
す
。
此
の
三
因
は
能
く
大
菩
提
と
相
応
す
。
故

に
発
菩
提
心
と
名
づ
く
。
又
『
浄
土
論
』（『
論
註
・
下
意
』）
に
拠
る
に
云
は
く
、「
今
発
菩
提
心
と
言
ふ
は
正
し
く
是
願
作

仏
心
な
り
。
願
作
仏
心
と
は
即
ち
是
度
衆
生
心
な
り
。
度
衆
生
心
と
は
即
ち
衆
生
を
摂
取
し
て
有
仏
の
国
土
に
生
ぜ
し
む
る

心
な
り
。
今
既
に
浄
土
に
生
ぜ
む
と
願
ず
。
故
に
先
づ
須
く
菩
提
心
を
発
す
べ
し
」
と
。 

（
同
前
・
二
〇
三
〜
二
〇
四
頁
）

と
示
し
、
先
の
三
身
の
菩
提
に
関
連
付
け
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
三
因
（
発
心
・
三
身
の
菩
提
心
）
に
よ
り
、
仏
果
・
菩
提
を
得
る

心
と
な
る
「
菩
提
心
」
を
発
す
と
し
、
そ
の
心
は
『
論
註
』
に
示
さ
れ
る
「
願
作
仏
心
・
度
衆
生
心
」
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、

第
四
に
問
答
解
釈
す
と
は
、
問
ひ
て
い
は
く
、
も
し
つ
ぶ
さ
に
万
行
を
修
し
て
よ
く
菩
提
を
感
じ
成
仏
を
得
と
い
は
ば
、
な

ん
が
ゆ
ゑ
ぞ
『
諸
法
無
行
経
』
に
、「
も
し
人
菩
提
を
求
め
ば
、
す
な
は
ち
菩
提
あ
る
こ
と
な
し
。
こ
の
人
菩
提
を
遠
ざ
か

る
こ
と
、
な
ほ
天
と
地
と
の
ご
と
し
」
と
の
た
ま
へ
る
や
。
答
へ
て
い
は
く
、
菩
提
の
正
体
は
、
理
求
む
る
に
無
相
な
り
。

い
ま
相
を
な
し
て
求
む
。
理
実
に
当
ら
ず
。
ゆ
ゑ
に
人
遠
ざ
か
る
と
名
づ
く
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
経
に
の
た
ま
は
く
、「
菩
提
は

心
を
も
つ
て
得
べ
か
ら
ず
、
身
を
も
つ
て
得
べ
か
ら
ず
」
と
。
い
ま
い
は
く
、
行
者
修
行
し
て
往
き
て
求
む
る
を
知
る
と
い

へ
ど
も
、
了
々
に
理
体
求
む
る
こ
と
な
き
こ
と
を
識
知
し
て
、
な
ほ
仮
名
を
壊
せ
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
つ
ぶ
さ
に
万
行
を
修

す
。
ゆ
ゑ
に
よ
く
感
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
『
大
智
度
論
』
に
い
は
く
、「
も
し
人
般
若
を
見
る
も
、
こ
れ
す
な
は
ち
縛
せ
ら
れ

た
り
と
な
す
。
も
し
般
若
を
見
ざ
る
も
、
こ
れ
ま
た
縛
せ
ら
れ
た
り
と
な
す
。
も
し
人
般
若
を
見
る
も
、
こ
れ
す
な
は
ち
解

脱
と
な
す
。
も
し
般
若
を
見
ざ
る
も
、
こ
れ
ま
た
解
脱
と
な
す
」
と
。
龍
樹
菩
薩
の
釈
に
い
は
く
、「
こ
の
な
か
に
四
句
を

離
れ
ざ
る
を
縛
と
な
し
、
四
句
を
離
る
る
を
解
と
な
す
」
と
。
い
ま
菩
提
を
体
る
に
、
た
だ
よ
く
か
く
の
ご
と
く
修
行
す
れ

ば
、
す
な
は
ち
こ
れ
不
行
に
し
て
行
な
り
。
不
行
に
し
て
行
な
れ
ば
、
二
諦
の
大
道
理
に
違
せ
ず
。

（
同
前
・
二
〇
四
〜
二
〇
五
頁
。
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）
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と
明
か
し
て
い
く
。
こ
こ
で
道
綽
は
、
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
万
行
を
修
し
て
菩
提
心
を
発
し
て
成
仏
を
得
る
こ
と
、
そ
し
て

そ
の
「
菩
提
」
の
正
体
は
、
相
即
無
相
で
あ
り
、
そ
の
理
は
無
相
で
あ
る
こ
と
を
語
る
。
さ
ら
に
そ
の
「
行
」
は
「
不
行
即
行
」

で
あ
り
、
二
諦
（
約
理
）
の
大
道
理
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
明
か
す
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、『
安
楽
集
』「
巻
上
・
第
二
大
門
・
破
異
見
邪
執
」
に
は
、

第
一
に
大
乗
の
無
相
を
妄
計
す
る
を
破
す
と
は
、
問
ひ
て
い
は
く
、
あ
る
い
は
人
あ
り
て
い
は
く
、「
大
乗
は
無
相
な
り
、

彼
此
を
念
ず
る
こ
と
な
か
れ
。
も
し
浄
土
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
す
な
は
ち
こ
れ
取
相
な
り
、
う
た
た
縛
を
増
す
。
な
に

を
も
つ
て
か
こ
れ
を
求
む
る
」
と
。
答
へ
て
い
は
く
、
か
く
の
ご
と
き
計
は
ま
さ
に
謂
ふ
に
し
か
ら
ず
。
な
ん
と
な
れ
ば
、

一
切
諸
仏
の
説
法
は
か
な
ら
ず
二
縁
を
具
す
。
一
に
は
法
性
の
実
理
に
よ
る
。
二
に
は
す
べ
か
ら
く
そ
の
二
諦
に
順
ず
べ

し
。
か
れ
は
、
大
乗
は
無
念
な
り
、
た
だ
法
性
に
よ
る
と
計
し
て
、
し
か
も
縁
求
を
謗
り
無
み
す
。
す
な
は
ち
こ
れ
二
諦
に

順
ぜ
ず
。
か
く
の
ご
と
き
見
は
、
滅
空
の
所
収
に
堕
す
。（
中
略
）
い
ま
行
者
に
勧
む
。
理
、
無
生
な
り
と
い
へ
ど
も
、
し

か
も
二
諦
の
道
理
縁
求
な
き
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
一
切
往
生
を
得
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
『
維
摩
経
』（
意
）
に
の
た
ま
は
く
、「
諸
仏

の
国
と
お
よ
び
衆
生
と
は
、
空
な
り
と
観
ず
と
い
へ
ど
も
、
し
か
も
つ
ね
に
浄
土
を
修
し
て
、
も
ろ
も
ろ
の
群
生
を
教
化

す
」
と
。 

（
同
前
・
二
〇
七
〜
二
〇
八
頁
。
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）

と
述
べ
、
道
綽
は
、
一
切
の
諸
仏
の
説
法
が
必
ず
二
縁
を
具
す
も
の
で
あ
る
と
語
っ
て
い
く
。
ま
ず
、
法
性
真
如
の
理
に
よ
れ

ば
、
大
乗
は
無
念
で
あ
る
が
、
法
性
真
如
の
み
に
執
着
す
れ
ば
、
滅
空
（
悪
取
空
）
の
所
収
に
堕
し
、
二
諦
の
道
理
に
反
す
る
も

の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
行
者
は
こ
の
二
諦
（
約
理
）
に
順
ず
る
必
要
が
あ
る
。
ゆ
え
に
、
浄
土
願
生
の
理
と
し
て
は
無
生
で

あ
る
が
、
二
諦
（
生
即
無
生
）
の
道
理
に
縁
る
か
ら
、
真
空
妙
有
の
願
生
往
生
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
、
二
諦
の
道

理
に
基
づ
く
往
生
浄
土
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
道
綽
は
、
こ
の
往
生
浄
土
の
原
理
と
し
て
、
曇
鸞
『
論
註
』
を
引
用
し
て
因
果
の
真
空
（
無
相
・
第
一
義
諦
＝
理
）
を
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明
か
し
つ
つ
も
、
そ
の
一
方
で
、
因
果
の
妙
有
（
相
・
世
俗
諦
＝
修
道
）
も
説
示
し
て
い
く
。
ま
ず
曇
鸞
は
、『
論
註
』「
巻
上
・

作
願
門
・
願
生
問
答
」
に
、

問
ひ
て
い
は
く
、
な
ん
の
義
に
よ
り
て
か
往
生
と
説
く
。
答
へ
て
い
は
く
、
こ
の
間
の
仮
名
人
の
な
か
に
お
い
て
五
念
門
を

修
す
る
に
、
前
念
は
後
念
の
た
め
に
因
と
な
る
。
穢
土
の
仮
名
人
と
浄
土
の
仮
名
人
と
、
決
定
し
て
一
な
る
を
得
ず
、
決
定

し
て
異
な
る
を
得
ず
。
前
心
後
心
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。
な
に
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
も
し
一
な
ら
ば
す
な
は
ち
因
果
な

く
、
も
し
異
な
ら
ば
す
な
は
ち
相
続
に
あ
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
こ
の
義
は
一
異
の
門
を
観
ず
る
論
の
な
か
に
委
曲
な
り
。

（
同
前
・
五
四
〜
五
五
頁
）

と
語
り
、
穢
土
の
仮
名
人
と
浄
土
の
仮
名
人
の
不
一
不
異
の
関
係
に
よ
り
、
往
生
浄
土
に
お
け
る
因
果
の
空
を
明
か
し
て
い
る（

（1
（

。

そ
し
て
道
綽
は
、『
安
楽
集
』「
巻
上
・
第
二
大
門
・
広
施
問
答
」
に
お
い
て
、
曇
鸞
の
文
言
を
引
用
し
、

又
問
ひ
て
曰
は
く
、
何
の
身
に
依
る
が
故
に
往
生
を
説
く
や
。
答
へ
て
曰
は
く
、
此
の
間
の
仮
名
人
の
中
に
於
て
、
諸
の
行

門
を
修
す
れ
ば
、
前
念
は
後
念
の
与
に
因
と
作
る
。
穢
土
の
仮
名
人
と
浄
土
の
仮
名
人
と
決
定
し
て
一
な
る
こ
と
を
得
ず
、

決
定
し
て
異
な
る
こ
と
を
得
ず
。
前
心
後
心
も
亦
是
く
の
ご
と
し
。
何
を
以
て
の
故
に
。
若
し
決
定
し
て
一
な
ら
ば
則
ち
因

果
無
か
ら
む
。
若
し
決
定
し
て
異
な
ら
ば
則
ち
相
続
に
非
ず
。
是
の
義
を
以
て
の
故
に
、
横
竪
別
な
り
と
雖
も
、
始
終
是
一

の
行
者
な
り
。 

（
同
前
・
二
三
〇
〜
二
三
一
頁
。
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）

と
述
べ
る
。
こ
こ
で
道
綽
は
、
曇
鸞
と
同
様
に
、
往
生
浄
土
を
、
穢
土
の
仮
名
人
と
浄
土
の
仮
名
人
の
不
一
不
異
の
関
係
に
よ
っ

て
明
か
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
「
往
生
浄
土
」
の
原
理
と
し
て
、
曇
鸞
と
道
綽
は
と
も
に
因
果
の
無
自
性
空
を
説
く
。
さ
ら
に
道
綽

は
、
傍
線
に
あ
る
よ
う
に
「
始
終
是
一
の
行
者
な
り
」
と
述
べ
、
曇
鸞
に
は
説
示
さ
れ
て
い
な
い
「
始
」
と
「
終
」
の
相
即
に
つ

い
て
も
語
っ
て
い
る
。
こ
の
「
始
終
」
の
関
係
は
、
道
綽
の
往
生
浄
土
を
考
え
る
上
で
重
要
と
な
ろ
う
。
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三　

曇
鸞
と
道
綽
に
お
け
る
「
見
生
の
火
」
理
解
の
相
違
と
道
綽
の
「
始
終
」
の
説
示

　

道
綽
は
、
前
項
に
述
べ
た
よ
う
に
、
往
生
浄
土
の
因
果
に
つ
い
て
、
無
自
性
空
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の

一
方
で
、『
論
註
』
を
引
用
し
つ
つ
も
、
一
部
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
で
、
往
生
浄
土
の
因
果
を
有
的
に
も
語
っ
て
い
く
。
こ
れ

に
よ
り
、
道
綽
は
修
道
法
を
確
立
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
以
下
の
「
見
生
の
火
」
の
引
用
箇
所
で
あ
る
。
曇
鸞
『
論

註
』
と
異
な
る
、
道
綽
独
自
の
「
見
生
の
火
」
の
了
解
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
曇
鸞
は
、『
論
註
』「
巻
下
・
観
察
体
相
・
氷
上
燃
火
」
に
お
い
て
、

か
の
清
浄
仏
土
に
阿
弥
陀
如
来
無
上
の
宝
珠
ま
し
ま
す
。
無
量
の
荘
厳
功
徳
成
就
の
帛
を
も
つ
て
裹
み
て
、
こ
れ
を
往
生
す

る
と
こ
ろ
の
ひ
と
の
心
水
に
投
ぐ
れ
ば
、
あ
に
生
見
を
転
じ
て
無
生
の
智
と
な
す
こ
と
あ
た
は
ざ
ら
ん
や
。
ま
た
氷
の
上
に

火
を
燃
く
に
、
火
猛
け
れ
ば
す
な
は
ち
氷
解
く
。
氷
解
く
れ
ば
す
な
は
ち
火
滅
す
る
が
ご
と
し
。
か
の
下
品
の
人
、
法
性
無

生
を
知
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
た
だ
仏
名
を
称
す
る
力
を
も
つ
て
往
生
の
意
を
な
し
て
、
か
の
土
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
る
に
、
か

の
土
は
こ
れ
無
生
の
界
な
れ
ば
、（
彼
土
是
无
生
界
）
見
生
の
火
、
自
然
に
滅
す
る
な
り
。

（
同
前
・
一
二
五
〜
一
二
六
頁
。
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
曇
鸞
は
、
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
浄
土
に
生
じ
よ
う
と
願
う
と
き
に
、
そ
の
浄
土
の
あ
り
方
が
無
生

の
境
界
で
あ
る
か
ら
、
生
を
実
体
視
す
る
見
方
（
見
生
の
火
）
が
自
然
に
滅
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る（

（1
（

。
そ
れ
に
対
し
道
綽

は
、『
安
楽
集
』「
巻
上
・
第
二
大
門
・
広
施
問
答
」
に
お
い
て
、

か
の
清
浄
仏
土
に
、
阿
弥
陀
如
来
の
無
上
宝
珠
の
名
号
ま
し
ま
す
。
無
量
の
功
徳
成
就
の
帛
を
も
つ
て
裹
み
て
こ
れ
を
往
生

す
る
と
こ
ろ
の
も
の
の
心
水
の
う
ち
に
投
ず
る
に
、
あ
に
生
を
転
じ
て
無
生
の
智
と
な
す
こ
と
あ
た
は
ざ
ら
ん
や
。
三
に
は
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ま
た
氷
の
上
に
火
を
燃
く
に
、
火
猛
け
れ
ば
す
な
は
ち
氷
液
く
、
氷
液
く
れ
ば
す
な
は
ち
火
滅
す
る
が
ご
と
し
。
か
の
下
品

往
生
の
人
は
法
性
無
生
を
知
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
た
だ
仏
名
を
称
す
る
力
を
も
つ
て
往
生
の
意
を
な
し
、
か
の
土
に
生
ぜ
ん

と
願
じ
て
、
す
で
に
無
生
の
界
に
至
る
時
に
（
既
至
无
生
界
時
）
見
生
の
火
自
然
に
滅
す
。

（
同
前
・
二
二
九
〜
二
三
〇
頁
。
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）

と
明
か
し
て
い
く
。
先
に
示
す
よ
う
に
、
曇
鸞
の
場
合
は
、
願
生
に
お
い
て
「
見
生
の
火
」
が
自
然
に
滅
す
る
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
る
の
だ
が
、
道
綽
の
場
合
は
、
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
無
生
の
界
に
至
る
時
に
「
見
生
の
火
」
が
自
然
に
滅
す
と
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
道
綽
は
往
生
者
が
願
生
し
、「
浄
土
」（
無
相
即
相
土
）
と
い
う
無
生
の
界
に
至
る
時
に
、
は
じ
め
て
、
生
へ
の
実

体
視
が
滅
す
る
と
了
解
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、「
無
相
即
相
土
」
の
相
善
往
生
を
語
る
道
綽
の
思
想
を
み
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
浄
土
に
致
る
た
め
に
は
、
修
道
が
必
須
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
説
示
は
、
以
下
の
文
に

も
み
ら
れ
る
。

第
一
に
勧
め
て
善
知
識
に
託
す
と
は
、『
法
句
経
』
に
よ
る
に
、
衆
生
の
た
め
に
善
知
識
と
な
る
。「
宝
明
菩
薩
あ
り
。
仏
に

ま
う
し
て
ま
う
さ
く
、〈
世
尊
、
い
か
ん
が
名
づ
け
て
善
知
識
と
な
す
や
〉
と
。
仏
の
た
ま
は
く
、〈
善
知
識
は
よ
く
深
法
を

説
く
。
い
は
く
空
と
無
相
と
無
願
と
な
り
。
諸
法
平
等
に
し
て
業
な
く
報
な
く
、
因
な
く
果
な
し
。
究
竟
如
如
に
し
て
実
際

に
住
す
。
し
か
る
に
畢
竟
空
の
な
か
に
お
い
て
、
熾
燃
と
し
て
一
切
の
諸
法
を
建
立
す
。
こ
れ
を
善
知
識
と
な
す
。（
中
略
）

善
知
識
は
こ
れ
な
ん
ぢ
が
大
船
な
り
、
な
ん
ぢ
ら
を
運
度
し
て
生
死
海
を
出
す
が
ゆ
ゑ
な
り
。
善
知
識
は
こ
れ
な
ん
ぢ
が

縄
な
り
、
よ
く
な
ん
ぢ
ら
を
挽
き
抜
き
て
生
死
を
出
す
が
ゆ
ゑ
な
り
〉」
と
。
ま
た
勧
む
。
衆
生
の
た
め
に
善
知
識
と
な
る

と
い
へ
ど
も
、
か
な
ら
ず
す
べ
か
ら
く
西
に
帰
す
べ
し
。
な
に
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
こ
の
火
界
に
住
ま
れ
ば
、
違
順
の
境

多
々
に
し
て
、
退
没
あ
り
て
出
づ
る
こ
と
難
き
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
舎
利
弗
こ
こ
に
お
い
て
発
心
し
て
菩
薩

の
行
を
修
す
る
こ
と
、
す
で
に
六
十
劫
を
経
た
り
。
悪
知
識
の
乞
眼
の
因
縁
に
逢
ひ
て
、
つ
ひ
に
す
な
は
ち
退
転
す
。
ゆ
ゑ
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に
知
り
ぬ
、
火
界
に
し
て
道
を
修
す
る
こ
と
は
は
な
は
だ
難
し
。
ゆ
ゑ
に
勧
め
て
西
方
に
帰
せ
し
む
。
一
た
び
往
生
を
得
れ

ば
、
三
学
自
然
に
勝
進
し
、
万
行
あ
ま
ね
く
備
は
る
。
ゆ
ゑ
に
『
大
経
』（
下
・
意
）
に
の
た
ま
は
く
、「
弥
陀
の
浄
国
は
造

悪
の
地
毛
髪
ば
か
り
の
ご
と
き
も
な
し
」
と
。

（
巻
下
・
第
十
一
大
門
、
同
前
・
二
八
六
〜
二
八
七
頁
。
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）

こ
こ
で
道
綽
は
、
菩
薩
（
善
知
識
）
が
、
空
・
無
相
・
無
願
と
い
う
畢
竟
空
・
実
際
に
住
し
つ
つ
も
、
衆
生
済
度
の
た
め
に
、
西

方
（
有
相
）
に
帰
す
こ
と
を
語
っ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
か
か
る
箇
所
で
も
「
無
相
」（
第
一
義
諦
）
即
「
相
」（
世
俗
諦
）
の
往

生
思
想
を
明
か
し
て
い
る
。

　

ま
た
道
綽
は
、『
安
楽
集
』「
巻
上
・
第
二
大
門
・
広
施
問
答
」
に
、
曇
鸞
の
『
論
註
』
巻
上
・
八
番
問
答
の
文
言（

（1
（

を
引
用
し
つ

つ
、「
も
し
始
行
の
人
の
念
は
数
を
記
す
る
も
ま
た
好
し
。」（
同
前
・
二
二
五
頁
）
と
述
べ
、
始
行
者
の
修
道
を
説
示
し
て
い
く
。

さ
ら
に
続
け
て
、

ま
た
問
ひ
て
い
は
く
、
い
ま
勧
め
に
よ
り
て
念
仏
三
昧
を
行
ぜ
ん
と
欲
す
。
い
ま
だ
知
ら
ず
、
計
念
の
相
状
は
な
に
に
か
似

た
る
。
答
へ
て
い
は
く
、（
中
略
）
あ
る
い
は
仏
の
法
身
を
念
じ
、
あ
る
い
は
仏
の
神
力
を
念
じ
、
あ
る
い
は
仏
の
智
慧
を

念
じ
、
あ
る
い
は
仏
の
毫
相
を
念
じ
、
あ
る
い
は
仏
の
相
好
を
念
じ
、
あ
る
い
は
仏
の
本
願
を
念
ず
。
名
を
称
す
る
こ
と
も

ま
た
し
か
な
り
。
た
だ
よ
く
専
至
に
相
続
し
て
断
え
ざ
れ
ば
、
さ
だ
め
て
仏
前
に
生
ず
。
い
ま
後
代
の
学
者
を
勧
む
。
も
し

そ
の
二
諦
を
会
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
た
だ
念
々
不
可
得
な
り
と
知
る
は
す
な
は
ち
こ
れ
智
慧
門
に
し
て
、
よ
く
繋
念
相
続
し
て

断
え
ざ
る
は
す
な
は
ち
こ
れ
功
徳
門
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
『
経
』（
維
摩
経
・
意
）
に
の
た
ま
は
く
、「
菩
薩
摩
訶
薩
つ
ね
に

功
徳
・
智
慧
を
も
つ
て
、
も
つ
て
そ
の
心
を
修
す
」
と
。
も
し
始
学
の
も
の
は
、
い
ま
だ
相
を
破
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
、
た

だ
よ
く
相
に
よ
り
て
専
至
せ
ば
、
往
生
せ
ざ
る
は
な
し
。
疑
ふ
べ
か
ら
ず
。

（
同
前
・
二
二
五
〜
二
二
六
頁
。
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）
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と
も
語
り
、
始
学
者
の
修
道
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
始
行
者
・
始
学
者
の
説
示
は
、
末
法
史
観
に
よ
る
約
時
被
機
の
思
想
に
基
づ

く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
右
の
傍
線
部
は
、
曇
鸞
の
文
言
で
は
な
く
、
道
綽
の
加
筆
箇
所
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
了
解
は
、
曇
鸞

に
は
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
道
綽
は
、
曇
鸞
の
『
論
註
』
を
引
用
し
な
が
ら
、
傍
線
箇
所
を
付
加
す
る
こ
と
で
、
曇

鸞
の
論
理
を
用
い
つ
つ
も
、
曇
鸞
に
は
語
ら
れ
な
い
、「
始
行
」
と
「
二
諦
」
を
語
っ
て
い
く
。
こ
こ
で
も
二
諦
（
約
理
）
の
道

理
か
ら
、
⒜
「
第
一
義
諦
」
＝
「
智
慧
門
」（
念
念
不
可
得
・
無
相
）
と
⒝
「
世
俗
諦
」
＝
「
功
徳
門
」（
有
念
・
相
土
）
を
示
し
、

無
相
即
相
土
の
往
生
を
説
く
。
そ
し
て
功
徳
門
に
よ
り
、
始
行
人
・
始
学
者
は
、
こ
の
二
諦
の
論
理
に
立
脚
し
て
、
相
善
往
生

（
無
相
即
相
土
往
生
）
で
き
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
道
綽
に
お
け
る
菩
薩
と
始
行
者
の
修
道
の
構
造
を
図
示
す
れ
ば
、
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

図
２　

道
綽
の
修
道
構
造

《
⒜
真
実
》（
名
教
外
）

《
⒝
方
便
》（
名
教
内
）

（
二
諦
）
　

（
称
名
を
含
む
念
観
）

菩
薩

始
学
・
始
行
者

⒜
第
一
義
諦
・
法
身

　法
性
法
身

　智
慧
門
・
無
相

　応
化
身

　穢　有
相

⒝
①
世
俗
諦
・
報
身

方
便
法
身
・
浄

功
徳
門
・
無
相
即
相
土

濃─浄土の領域

淡─穢土の領域

修道により進趣すべき方向

−（（−



　

さ
ら
に
、
道
綽
は
、『
安
楽
集
』「
巻
上
・
第
二
大
門
・
破
異
見
邪
執
」
に
お
い
て
、

第
八
に
十
方
の
浄
土
に
生
ぜ
ん
と
願
ぜ
ん
よ
り
は
、
西
方
に
帰
す
る
に
し
か
ず
と
い
ふ
を
校
量
す
と
は
、
問
ひ
て
い
は
く
、

あ
る
い
は
人
あ
り
て
い
は
く
、「
十
方
浄
国
に
生
ぜ
ん
と
願
じ
て
、
西
方
に
帰
せ
ん
と
願
ぜ
ず
」
と
。
こ
の
義
い
か
ん
。
答

へ
て
い
は
く
、
こ
の
義
類
せ
ず
。
な
か
に
三
あ
り
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
一
に
は
十
方
仏
国
も
不
浄
と
な
す
に
は
あ
ら
ず
。
し

か
る
に
境
寛
け
れ
ば
す
な
は
ち
心
昧
く
、
境
狭
け
れ
ば
す
な
は
ち
意
も
つ
ぱ
ら
な
り
。（
中
略
）
二
に
は
十
方
の
浄
土
み
な

こ
れ
浄
に
し
て
深
浅
知
り
が
た
し
と
い
へ
ど
も
、
弥
陀
の
浄
国
は
す
な
は
ち
こ
れ
浄
土
の
初
門
な
り
。（
中
略
）
三
に
は
弥

陀
の
浄
国
は
す
で
に
こ
れ
浄
土
の
初
門
な
り
。
娑
婆
世
界
は
す
な
は
ち
穢
土
の
末
処
な
り
。
な
に
を
も
つ
て
か
知
る
こ
と
を

得
る
。（
中
略
）
し
か
る
に
娑
婆
の
依
報
は
す
な
は
ち
賢
聖
と
流
を
同
じ
く
す
。
た
だ
こ
れ
す
な
は
ち
こ
れ
穢
土
の
終
処
な

り
。
安
楽
世
界
は
す
で
に
こ
れ
浄
土
の
初
門
な
り
。
す
な
は
ち
こ
の
方
と
境
次
い
で
あ
ひ
接
せ
り
。
往
生
は
な
は
だ
便
な

り
。
な
ん
ぞ
去
か
ざ
ら
ん
や
。 

（
同
前
・
二
一
七
〜
二
一
八
頁
。
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）

と
明
か
し
、
穢
土
と
浄
土
が
接
し
て
い
る
こ
と
を
説
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、
傍
線
箇
所
に
あ
る
よ
う
に
、
娑
婆
は
穢
土
の
末
処
・

終
処
で
あ
り
、「
弥
陀
浄
国
」
で
あ
る
「
西
方
浄
土
」
は
「
浄
土
の
初
門
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
続
く
の
が
十
方
の
浄
土
で
あ
り
、

証
果
（
無
相
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
娑
婆
＝
穢
土
の
終
処
」（
始
）
→
「
弥
陀
浄
国
＝
西
方
浄
土
＝
浄
土
の
初
門
」
→
十
方
の
浄

土
→
証
果
（
終
）
と
い
う
構
図
を
も
っ
て
、
始
終
の
関
係
を
有
的
に
明
か
す
。
先
述
の
よ
う
に
、
往
生
浄
土
の
因
果
は
空
（
無

相
）
で
あ
る
が
、
無
相
即
相
の
往
生
を
明
か
す
道
綽
は
、
始
終
の
関
係
を
有
的
に
語
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
安
楽
集
』「
巻
下
・

第
七
大
門
・
此
彼
修
道
」
に
、「
先
に
は
相
に
よ
り
て
求
め
、
終
り
に
は
す
な
は
ち
無
相
な
り
。」（
同
前
・
二
七
三
頁
）
と
も
示

し
、「
終
＝
無
相
」
を
語
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
安
楽
集
』「
巻
下
・
第
八
大
門
・
往
生
意
趣
」
に
は
、

第
一
に
問
ひ
て
い
は
く
、
い
ま
浄
土
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
、
い
ま
だ
知
ら
ず
、
な
ん
の
意
を
か
な
す
や
。
答
へ
て
い
は
く
、
た

だ
疾
く
自
利
利
他
を
成
じ
、
利
物
深
広
な
ら
ん
と
欲
す
。
十
信
・
三
賢
よ
り
正
法
を
摂
受
し
て
、
不
二
に
契
会
し
、
仏
性
を
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見
証
し
、
あ
き
ら
か
に
実
相
を
暁
る
。
観
照
の
暉
心
、
有
無
の
二
諦
、
因
果
の
先
後
、
十
地
の
優
劣
、
三
忍
、
三
道
、
金
剛

無
礙
、
大
涅
槃
を
証
す
。
大
乗
寛
く
運
び
て
無
限
の
時
に
住
せ
ん
と
欲
す
。
無
辺
の
生
死
海
を
尽
さ
ん
が
た
め
の
ゆ
ゑ
な
り
。

（
同
前
・
二
七
七
〜
二
七
八
頁
。）

と
も
述
べ
て
、
道
綽
は
、
往
生
の
意
趣
は
、「
大
涅
槃
を
証
す
」
と
い
う
証
果
に
あ
る
こ
と
を
明
か
す
の
で
あ
る
。
こ
の
穢
土

か
ら
浄
土
、
浄
土
か
ら
証
果
へ
の
進
趣
を
、
先
の
三
身
の
菩
提
に
対
応
さ
せ
る
な
ら
ば
、「
化
身
の
菩
提
」
＝
「
穢
土
」（
有
相
）

→
「
報
身
の
菩
提
」
＝
「
浄
土
」（
無
相
即
相
土
）
→
「
法
身
の
菩
提
」
＝
「
証
果
」（
無
相
）
と
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
道
綽
は
、
右
に
論
じ
た
よ
う
に
有
的
に
始
（
有
相
）
と
終
（
無
相
）
を
示
し
て
い
く
が
、
先
引
に
「
始
終
是
一
」
と
明
か
し

た
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
の
始
と
終
の
関
係
は
不
一
不
異
で
あ
り
、
無
自
性
で
あ
る
。
ゆ
え
に
道
綽
は
、
無
自
性
空
の
論
理
上
に
、

因
果
・
始
終
の
関
係
の
「
妙
有
」
を
明
か
す
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
真
空
妙
有
の
修
道
論
を
明
示
し
て
い
く
。
そ
し
て
こ
の
論

理
を
成
立
せ
し
め
て
い
る
根
底
と
な
る
の
が
、
道
綽
の
「
弥
陀
」
主
格
の
仏
身
仏
土
論
で
あ
る
。
道
綽
は
、
曇
鸞
と
異
な
り
、
こ
の

弥
陀
主
格
の
仏
身
仏
土
論
を
明
確
に
説
く
こ
と
で
、
曇
鸞
の
弥
陀
浄
土
に
お
け
る
仏
・
菩
薩
の
仏
身
仏
土
論
で
は
語
り
難
い
、
穢
土

の
衆
生
か
ら
浄
土
往
生
、
さ
ら
に
証
果
獲
得
へ
の
真
空
妙
有
の
修
道
論
を
導
き
出
し
、
行
道
の
必
要
性
を
明
か
し
た
の
で
あ
る
。

結　

論

　

曇
鸞
は
、
僧
肇
の
約
教
の
二
諦
説
に
基
づ
く
仏
身
仏
土
論
を
展
開
し
、
二
種
法
身
と
広
略
相
入
を
明
か
す
。
そ
れ
に
対
し
、
道

綽
は
、
天
台
智

・
浄
影
寺
慧
遠
ら
に
お
い
て
約
理
の
二
諦
説
が
台
頭
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
約
理
の
二
諦
説
に
基
づ
く
仏
身
仏

土
論
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
道
綽
が
、
聖
道
諸
師
の
弥
陀
応
身
応
土
説
に
対
し
て
論
駁
を
加
え
、
弥
陀
報
身
報
土
説
を
主
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張
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
約
理
の
「
二
諦
」
を
根
拠
に
す
る
こ
と
で
、
⒜
「
第
一
義
諦
」
＝

「
法
身
」（
法
性
法
身
）・
⒝
「
世
俗
諦
」
＝
「
報
身
」（
方
便
法
身
）
と
対
応
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
弥
陀
報
身
報
土
説
を
「
真
理
」

と
し
て
明
か
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
二
諦
相
即
の
「
相
善
往
生
」
を
説
示
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

凡
夫
の
相
善
往
生
を
、
大
乗
仏
教
の
論
理
の
上
に
、
説
示
で
き
る
の
で
あ
る
。
無
相
即
相
土
の
相
善
往
生
を
語
る
道
綽
に
と
っ
て
、

二
諦
は
、
ど
こ
ま
で
も
「
真
理
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
道
綽
は
曇
鸞
と
同
様
に
、
因
果
の
無
自
性
空

を
明
か
し
て
い
く
が
、
そ
の
一
方
で
、
曇
鸞
と
は
異
な
り
、
穢
土
と
浄
土
を
明
確
に
分
け
、
有
的
浄
土
（
西
方
浄
土
）
を
説
示
す

る
。
さ
ら
に
、「
菩
提
心
」
を
三
身
三
土
義
に
よ
り
分
別
し
て
説
示
し
つ
つ
、
無
生
即
生
の
願
生
・
不
行
即
行
の
行
に
よ
り
、
無

相
即
相
土
の
相
善
往
生
が
成
立
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
く
。
か
か
る
説
示
の
相
違
は
、
曇
鸞
が
龍
樹
の
般
若
思
想
を
基
底
と
す

る
こ
と
で
、「
往
生
浄
土
」
の
原
理
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
の
に
対
し
、
道
綽
は
、「
往
生
浄
土
」
の
修
道
の
論
理
を
、
大
乗
仏
教
の

論
理
の
上
に
基
礎
付
け
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

要
す
る
に
、
道
綽
は
約
理
の
二
諦
説
に
基
づ
き
、
弥
陀
報
身
報
土
説
・
凡
夫
入
報
・
西
方
往
生
（
相
善
往
生
）
の
論
理
を
真
空
妙
有

と
し
て
明
か
し
、
往
生
者
・
穢
土
と
弥
陀
・
浄
土
を
有
的
に
説
示
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
末
法
史
観
に
基
づ
く
「
約
時
被
機
」
の
修
道
論

を
確
立
し
て
い
く（

（1
（

。
そ
し
て
上
品
・
下
品
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
往
生
者
が
、
弥
陀
報
身
報
土
（
無
相
即
相
土
）
へ
往
生
す
る
こ
と
を
明
か

し
て
い
る
。
以
上
、
曇
鸞
・
道
綽
の
仏
身
仏
土
論
の
構
造
を
示
せ
ば
、
以
下
の
次
頁
図
（
の
と
お
り
で
あ
る
。
道
綽
の
仏
身
仏
土
論
に
図

示
し
た
←
矢
印
は
、
修
道
に
よ
り
進
趣
す
べ
き
方
向
で
あ
り
、　
矢
印
は
、
修
道
に
よ
り
否
定
さ
れ
る
べ
き
方
向
で
あ
る
。
例
え
ば
、
先

引
の
ご
と
く
、
上
品
生
の
者
は
、
⒜
「
法
性
」
に
進
趣
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
滅
空
の
所
収
に
堕
す
」
方
向
で
あ
り
、
否
定

さ
れ
る
。
ま
た
凡
夫
下
品
に
お
い
て
は
、
⒝
②
「
応
化
土
」
に
進
趣
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
穢
土
で
あ
り
、
こ
ち

ら
も
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
化
身
の
菩
提
心
の
始
行
者
（
下
品
・
凡
夫
）
も
報
身
の
菩
提
心
の
菩
薩
（
上
輩
・
上
品
）

も
、
み
な
⒝
①
「
浄
土
」（
無
相
即
相
土
・
報
身
報
土
）
を
通
ず
る
こ
と
で
、
⒜
「
法
身
・
無
相
」
の
証
果
を
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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図
３　

曇
鸞
・
道
綽
の
仏
身
仏
土
論
の
構
造

《
⒜
真
実
》（
言
説
・
観
念
の
超
克
〈
名
教
外
〉）

曇
鸞
の
弥
陀
浄
土
に
お
け
る
仏
身
仏
土
論
の
構
造

道
綽
の
弥
陀
主
格
の
仏
身
仏
土
論
の
構
造

果

　証
果

 

因  

法
身
の
菩
提
心

　

言
説
化
・
有
相
化

約
理
の
二
諦

（
穢
土
）

（
浄
土
）

報
化
仏
を
観
る

報
よ
り
用
を
起
こ
す

　有
相
を
示
現

言
説
化
・
有
相
化

　真
よ
り
報
を
垂
る
る

（
生
即
無
生
の
往
生
）

（
不
行
即
行
の
往
生
）

（
相
善
往
生
）

（
見
生
の
火
）

穢
土

法
界
遍
周
・
菩
提
・
無
上
仏
道

　真
如
実
相
第
一
義
空

（
修
道
）

（
修
道
）

報
身
の
菩
提
心

万
行
縁
修
報
仏
果

赴
万
機
・
益
物
円
通

化
身
の
菩
提
心

機
感

上
輩
・
上
品
生
・
龍
樹
・
世
親
・
菩
薩

中
下
輩
・
下
品
・
凡
夫
・
始
行
者

無
言
説
不
生
不
滅

　言
説
の
超
克

相
入
・
由
生
由
出

相
人

大
悲

非
即
非
非
・
百
非
の
喩

言
説
（
有
相
）
の
超
克

《
⒝
方
便
》（
言
説
・
観
念
の
内
〈
名
教
内
〉）

約
教
の
二
諦

⒜
真
実
・
無
相

　法
性

⒝
①
相
即
無
相

　法
身
（
法
性
・
方
便
）

　略
・
一
法
句

　第
一
義
諦

⒜
真
・
法
身
・
無
相

　法
性
・
無
知
・
無
生

　法
性
法
身
・
略

　法
性
浄
土

⒝
①
報
身
・
無
相
即
相
土

　無
知
の
知
・
無
生
の
生

　方
便
法
身
・
広 

・
浄

　報
土

⒝
②
応
化
身
・
有
相

　

　
　知
・
見
生

　
　穢

　
　応
化
土

⒝
②
有
相

方
便

広
・
二
十
九
種
荘
厳

妙
境
界
相

濃─浄土の領域
淡─穢土の領域
修道により進趣すべき方向
修道により否定されるべき方向
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こ
の
前
頁
図
３
に
も
示
す
よ
う
に
、
仏
身
仏
土
論
を
、
曇
鸞
は
弥
陀
浄
土
の
「
諸
仏
菩
薩
」
を
主
格
と
し
て
論
じ
る
こ
と
で
、

願
生
往
生
者
（
菩
薩
）
を
弥
陀
浄
土
の
大
悲
に
摂
し
て
論
じ
て
い
く
の
に
対
し
、
道
綽
は
、「
阿
弥
陀
仏
」
自
体
を
主
格
と
し
て

論
じ
て
い
く
こ
と
で
、
往
生
浄
土
の
修
道
法
の
論
理
を
語
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
願
生
者
自
身
を
弥
陀
浄
土
の
大
悲
に
完
全
に
包
摂

し
て
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
報
」・「
化
」
を
「
浄
」・「
穢
」
に
分
け
る
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
相
違
は
、

曇
鸞
が
、
弥
陀
如
来
に
よ
る
大
悲
に
包
摂
さ
れ
た
願
生
者
の
救
済
（
往
生
浄
土
）
の
論
理
を
明
か
し
た
の
に
対
し
、
末
法
史
観
に

よ
る
約
時
被
機
の
立
場
に
立
つ
道
綽
は
、
い
ま
だ
弥
陀
如
来
の
大
悲
に
包
摂
さ
れ
て
い
な
い
願
生
者
の
救
済
（
往
生
浄
土
）
の
論

理
を
示
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
よ
っ
て
、
こ
の
仏
身
仏
土
論
の
相
違
は
、
救
済
論
の
立
場
の
相
違
と
も
い
え
る
。
そ
し
て

曇
鸞
の
思
想
構
造
に
み
る
救
済
論
は
、
親
鸞
へ
と
受
け
継
が
れ
、
ま
た
道
綽
の
仏
身
仏
土
論
か
ら
、
親
鸞
は
、
法
性
法
身
と
方
便

法
身
の
二
身
説
の
う
ち
、
方
便
法
身
に
、
真
仏
土
と
方
便
化
身
土
を
み
る
と
い
う
、
独
自
に
し
て
特
徴
あ
る
仏
身
仏
土
論
の
着
想

を
得
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う（

（1
（

。

註
（
（
） 

拙
著
『
北
朝
仏
教
に
お
け
る
『
往
生
論
註
』
の
思
想
構
造
の
研
究
』（
学
位
請
求
論
文
、
二
〇
一
四
年
、「
龍
谷
大
学
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
」http://

repo.lib.ryukoku.ac.jp/jspui/handle/（05（9/5666

）。
ま
た
拙
稿
「『
往
生
論
註
』
所
説
の
平
等
法
身
と
未
証
浄
心
の
二
菩
薩
の
関
係
│
曇
鸞

の
「
名
義
摂
対
」
の
論
理
か
ら
の
考
察
」（『
眞
宗
研
究
（
眞
宗
連
合
學
會
研
究
紀
要
）』
五
八
、
二
〇
一
四
年
）
等
。

（
2
） 

拙
稿
『
曇
鸞
・
道
綽
の
仏
身
仏
土
の
思
想
構
造
（
上
）
│
二
種
法
身
説
と
広
略
相
入
の
論
理
の
相
違
』（
川
添
泰
信
編
『
親
鸞
と
浄
土
仏
教
の
基
礎

的
研
究
』（
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
一
七
年
刊
行
予
定
。
二
〇
一
六
年
脱
稿
。）

（
（
） 

同
前
・
一
三
九
頁
。

（
（
） 『
論
註
』「
巻
下
・
名
義
摂
対
」（
同
前
・
一
四
七
〜
一
四
八
頁
。）

（
5
） 『
論
註
』「
巻
下
・
観
察
体
相
」（
同
前
・
一
二
三
頁
。）
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（
6
） 

曇
鸞
の
「
智
」
と
「
慧
」
の
分
釈
や
「
第
一
義
諦
」
の
解
釈
に
み
ら
れ
る
（
前
註
（
（
）・（
5
））。

（
7
） 

道
綽
は
、『
安
楽
集
』
に
「
報
化
・
浄
穢
を
弁
定
」「
報
化
の
大
悲
に
よ
ら
ば
す
な
わ
ち
浄
穢
な
き
に
あ
ら
ず
」（
同
前
・
一
九
一
、一
九
五
頁
）
と
示

し
、
一
貫
し
て
「
報
（
＝
浄
）
と
化
（
＝
穢
）」
の
弁
定
を
明
か
す
こ
と
で
、
⒝
②
「
有
相
・
化
土
」
を
「
穢
土
」
と
す
る
。

（
8
） 『
安
楽
集
』「
巻
上
・
第
一
大
門
・
凡
聖
通
往
」（
同
前
・
一
九
六
頁
）

（
9
） 

同
前
・
一
九
七
頁
。
な
お
、
こ
の
「
報
化
」
に
つ
い
て
は
、
①
「
報
中
化
」、
②
「
報
即
化
」、
③
「
報
と
化
」
の
三
説
が
あ
る
が
、
筆
者
は
、
道

綽
が
一
貫
し
て
「
報
（
＝
浄
）
と
化
（
＝
穢
）」
の
弁
定
を
明
か
す
こ
と
か
ら
、
③
「
報
と
化
」
の
説
を
取
る
。

（
（0
） 『
安
楽
集
』「
巻
上
・
第
二
大
門
・
破
異
見
邪
執
」
同
前
・
二
〇
八
頁
。

（
（（
） 

以
上
、
拙
稿
前
掲
論
文
。

（
（2
） 

浄
影
寺
慧
遠
や
天
台
智

は
、
約
理
的
な
二
諦
を
説
い
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
平
井
俊
榮
『
中
国
般
若
思
想
史
│
吉
蔵
と
三
論
学
派
│
』

一
九
七
六
年
、
春
秋
社
、
五
六
二
頁
）。

（
（（
） 

浄
影
寺
慧
遠
、
天
台
智

、
三
論
吉
蔵
は
、
中
国
仏
教
界
に
お
け
る
唯
識
教
学
の
浸
透
と
も
関
連
し
て
三
身
三
土
義
を
示
し
、
弥
陀
主
格
応
身
応

土
説
を
展
開
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。（
山
本
仏
骨
著
『
道
綽
敎
學
の
研
究
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
五
九
年
、
三
二
九
〜
三
三
六
頁
）

（
（（
） 『
安
楽
集
』
の
文
意
に
つ
い
て
は
、
山
本
仏
骨
前
掲
書
、
渡
邊
隆
生
『
安
楽
集
要
述
』（
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
〇
二
年
）
等
を
参
照
し
て
い
る
。

（
（5
） 

前
註
（
2
）
参
照
。

（
（6
） 

前
註
（
（
）。
拙
稿
学
位
論
文
。

（
（7
） 

同
前
・
九
八
頁
。

（
（8
） 

道
綽
の
修
道
法
と
は
、
末
法
史
観
に
立
脚
し
た
「
約
時
被
機
」
の
観
点
か
ら
、
中
下
輩
の
衆
生
に
と
っ
て
は
、
相
善
こ
そ
が
「
修
無
相
」
よ
り

も
価
値
的
に
勝
行
で
あ
り
、「
念
仏
行
」
は
絶
対
的
な
価
値
を
伴
っ
て
下
品
凡
夫
の
上
に
現
成
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
指
摘
さ
れ
る
（
渡
邊
了
生

「『
安
楽
集
』
所
説
の
「
三
身
三
土
義
」
と
「
相
土
・
無
相
土
」
論
と
の
関
係
考
」（『
宗
学
院
論
集
』
六
八
、
一
九
九
六
年
）。

（
（9
） 

親
鸞
の
仏
身
仏
土
論
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
親
鸞
に
お
け
る
「
智
慧
」
の
構
造
の
原
点
─
世
親
・
曇
鸞
の
浄
土
教
に
お
け
る
「
智
慧
」（
ケ
ネ
ス
・

タ
ナ
カ
編
著
『
智
慧
の
潮
─
親
鸞
の
智
慧
・
主
体
性
・
社
会
性　

shinshu T
heology

か
ら
見
え
て
く
る
新
し
い
水
平
線
』
武
蔵
野
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
七
年
所
収
）
に
、
論
じ
て
い
る
。

（
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
員　
（
専
門
）真
宗
学
・
中
国
浄
土
教
）
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